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査はおこなわれていないが、そうした状況下にあって、右 ような取り組みにより県内の仏像研究は新たな進展をみたといってよいだろう。しかしながら、これまで取り上げられてきた作品は（木喰仏などを除いて）室町時代あたりまでの比較的古いも にとどまっており、数としては数倍、数十倍に上るで ろう戦国・江戸時代の作品 つい まだまだ未知の部分が多 と言わざ をえない。　
このことは〝古い〟作品から順次進められていく仏像研究の常として当然の
ことではあるのだが、一方で〝新しい〟仏像であっても それらは二百 三百年、四百年もの間、それぞ の地域の人々の手 大切に守られてき 尊像であり、礼拝の対象であるという点で、美術的な価値とはま 別の意味 もっていることも確かである。中近世の仏像は 学 面から言っ も、美術史のみならず地域史（郷土史） 、民俗学といった広い分野 研究資料 し 高い価値を有しているのである。　
この小論は、私が本学に着任して以来十八年余の間に調査させていただく機
２新潟産業大学経済学部紀要　第 46 号
会に恵まれた何体かの仏像について、その調査記録に若干の考察を加えたものである。新潟県内各地域 歴史研究にいささかでも資するところがあれば幸いである。註（１） 『新潟県の文化財一覧』 （平成二十六年四月一日、新潟県教育庁文化行政課） 。（２）





























































部は円盤状に平らなままとし、螺髪をあらわさない。髪際は一文字にあらわす。額の白毫珠は脱落し、円孔のみがのこる。面部には緩い弧線状の眉、低く扁平な鼻、細く開いた眼、小さめの口唇をあらわすが、これらはいずれも極端に彫りが浅い。また頭部の奥行 比して面部 平坦に過ぎる とからも、後世に彫り直しを受けたものとみられる。両眼は彫眼で、白眼部分を白く塗り、瞳を墨描きする。口唇には朱をさしてい 耳は外耳輪および耳朶をあらわし内部の凹凸はほとんどあらわさない。耳朶は環状につくる。　
体軀は全体に丸みを帯び、両乳下および腹にはくびれの線を刻んでいる。頸
部には浅く三道の線を刻む 全身を通じて表面 摩滅がみられ、衣文線は背面を除いて現状ではほとんど確認できない これらの摩滅は「薬師如来縁記書抜」 「木津村古老伝在来帳」にいう会津猪苗代 洪水に遭った際 生じたものであろうか。背面には明瞭な衣文が まれているが後補 膝前部分も衣文がないため平滑で、両足および懸裳の彫りも扁平で生気 乏しい 右腕は屈臂し、掌を前に向け 五指を伸ばす。左手は掌 上 向け 結跏趺坐した右足裏上に置き、掌上 柿の実形の薬壺 せる。薬壺は手の材と共木で蓋形を線刻によってあらわす。両手 造 足とは対照的な出来栄え 示し、各指の節や爪などの細かな箇所にも入念な彫刻がみられる　
像の構造は、頭体幹部を一材とし、側面部は左右とも肩より先を別材とす

























ず、制作年代の比定には慎重を要する。各部にみられる彫りの甘さと、それによってもたらされる素朴な印象は、一見時代が下る要素とも受け取れるが これらは後世の補修にかかるものとして差し引いて考え べきであろう。これに対して本像の円満な体軀、張りのある面貌 肩から胸にかけて薄く らわさた衲衣などに 十二世紀から十三世紀 かけ 東国でも流行した定朝様の流れをみてとることができる。また、当初の形状を比較的保っていると思われる手先の表情や、頭体幹部を一材から彫出す 技法、胎内の粗く均質でないノミ痕なども古式である。 うした点から、本像の制作年代 平安時代後期から鎌倉時代初期とするのが妥当であろう。新潟県内の仏像調査は充分に行なわれ いるとは言い難いが、本像は現在知 れている中ではもっと 古いグループに属する作例であり、きわめて貴重な像であると言えよう。　
なお「木津村古老伝在来帳」には、前述のように、元禄四年（一六九一）に
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図 1  
新潟県の仏像（一） 
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の形状もかなりいびつな形に改められるなど旧状をほとんど止めない。修理前の写真では、両耳とも輪郭線は現状よりずっと整い、耳朶（環状とせず）にも柔らかなふくらみをあらわすなど、はるかに端正 形を示している。ただし、この写真においても耳輪の内部は平板で、耳殻は彫出されておらず、耳孔も穿たれていない。こうした簡素 つくりが造像当初 のものであるのか 後世の摩滅等によるも か 不明というほか い。なお、左右 耳朶はやや外に開く形を示すものの、平安時代（九～十二世紀）の中央作例に多くみられるほど極端な反りかえりでない とは注意してよ 。　
頸部の前面には三道の刻まれている様子が窺えるが、刻線は近年の塗りによ
って埋められ、か り鈍くなって る。また、修理前の写真では両胸下と腹上に比較的明瞭にくびれ 線のあらわされていたことがわかるが、こうした肉身の微妙な表現も近年の塗りによって鈍化してしまっ は惜しまれる。お、頸からは金銅板に水晶（またはガラス）をあしらっ 胸飾が懸けられている。　
体部には全身を覆うように衲衣をまとっており、衲衣の裾からは下裳がのぞ
いている。全身に近年の塗りが施されているが、修理前 を見ても 衲衣には左右袖部に幾条か 衣文線が刻まれているほか 像の 面・背面を通じて全くといっ よいほど衣文があ わされていな 。と に着衣の前面は平板な前掛け状を呈し おり、平安期 多くの作例が大腿部正面 盛 上が 強調するかのごとく股間～両脚間にＹ字状の衣文線を刻む（
参考図１
）のとは全く


























 体部前面の衣文の形状。本像では平安時代（とくに前期）の多くの木彫像に共通して見られる両脚大腿部 盛り上がりや股間～両脚間のＹ字状衣文が見られず、衲衣前面 起伏がほとんどあらわされていない。
 
 ⑤










軽やかに整えた平安後期和様彫刻 典型的な であるが、こうした様式が地方へ伝播し一般的な造像に反映されるまでにはある程度の時間が必要である。以上のような点を総合的に判断すれば、本像 鎌倉時代前期（十三世紀）に制作されたものとみてよかろう。　
なお、冒頭で述べたように『白川風土記』には文化四年（一八○七）当時
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図 13 （修理前） 
 




                         
                         






                         












図 13 （修理前） 
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地蔵菩薩像 高 177.5cm、 
















高 151.8cm、長和 4年（1015）～ 
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地蔵菩薩像 高 177.5cm、 
















高 151.8cm、長和 4年（1015）～ 
治安 3 年（1023）、重文 
六波 　
高 151.8cm、長和 4年（1015
治安 3年（1023）、重
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